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補助的時間依存性交絡因子を用いた randomized g 推定の推定効率のロバストな改善 

 

ランダム化比較試験における割り付けられた治療に対する不遵守や switching 等の中間事

象を考慮した治療効果の推定方法の 1 つに、操作変数法の拡張である randomized g 推定

がある。これはランダム化を操作変数として用いることで、時間依存性交絡因子に関する

逐次交換可能性が成立しない場合でも一致推定が可能な一方、逐次交換可能性を仮定した

observational g 推定に比べ推定効率が悪いことが知られている。ただし observational g 推

定は逐次交換可能性が成立しない場合は（漸近）バイアスを有する。そこで本発表では、

妥当な observational g 推定方程式を data-driven に選択し randomized g 推定方程式と組み

合わせて推定することを考え、逐次交換可能性が成立する場合のみ時間依存性交絡因子の

情報を利用することで randomized g 推定の推定効率をロバストに改善することを目標とす

る。具体的には Lasso タイプの縮小推定量を用いて妥当な observational g 推定方程式をデ

ータ適応的に選択することを考える。そのオラクル性を確認することで、逐次交換可能性

が成立する場合には提案する推定量はセミパラメトリック有効推定量と漸近的に等価であ

ることを示す。また提案する推定量の有限標本における性能をシミュレーション実験によ

り評価する。 
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